
川西赤十字病院ニュース
〒384-2292(病院個別番号)
長野県佐久市望月318
電話：0267-53-3011(代)
FAX:  0267-53-5901

ホームページアドレス
http://kawanishi.jrc.or.jp
メールアドレス
kawanishi-med-jrc@shore.ocn.ne.jp

平成27年9月15日

発行者：川西赤十字病院　院長 田村泰夫 第102号

-1-

　
つ
ね
日
ご
ろ
当
院
に
暖
か
な
ご
支
援

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
も
「
川
西
赤
十
字
病
院
交
流
ひ

ろ
ば
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
当
院
の
理
念
に
「
地
域
住
民
と
生
き

て
い
る
喜
び
を
わ
か
ち
あ
え
る
医
療
」

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
さ

ら
に
地
域
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
歩

い
て
い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
交
流

ひ
ろ
ば
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
ご
家

族
、
ご
近
所
の
皆
様
を
お
誘
い
の
上
お

気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
大
勢
の
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●開催日　平成27年 10月 24日　土曜日

開場：午後12時00分(予定)●時間

●場所　　駒の里ふれあいセンター（大ホール)

主な内容やスケジュー
ルは、次ページにて
　(※全て予定です)

第10回「交流ひろば」開催のお知らせ
★ 受 付 時 間 ( 全 科 ) 　 午 前 7 : 0 0 ～ 1 1 : 3 0 ★
 　 ( 初 診 患 者 受 付 は 8 : 3 0 よ り 開 始 )

★曜日により診療開始時間が下記の時間帯になります
・外科　(火曜日)　8:30～
・整形外科　(火・木・第1、第3、第5土曜日)　9:00～
・眼科　(第1、第3、第5土曜日)　9:00～

★毎月1回、子宮頸がん検診を実施しています。ご希望の方は受付窓口または
　外来看護師までお問い合わせください
★無料クーポン券による乳がん検診(マンモグラフィー)は随時行っております
　ご希望の方は当院健康管理科までお問い合わせください

★木曜日内科午後診は14:30～16:00まで

月 火 水 木 金 土
★第２、第4土曜日は休診日です

眼 科 午 前
9:00～11:30

長野日赤
第1・3・週

外 来 医 師 担 当 表

整形外科
(リウマチ科)
(リハビリ科)

午 前
8:30～11:30

大内 悦雄 大内 悦雄大内 悦雄小諸厚生
9:00～

青木 薫
9:00～

信州大学
第1・3・週

★
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☆来院時にはその都度、保険証の提出を
　お願いいたします
　(コピーしたものはお取り扱いできません) 保険証

お願い

内 科
(循環器科)

午 前
8:30～11:30

午 後
14:30～
         16:00

田村 泰夫
稗田 宏子 稗田 宏子 米倉 宏明 

田村 泰夫 第1 稗田米倉 宏明 

米倉 宏明 

田村 泰夫
永山  洵 

永山  洵 

永山  洵 

外 科
(消化器科)

午 前
9:00～11:30

清水 公男
第3週休診 検　査 佐久総合清水 公男

第3週休診
清水 公男
第3週休診

第3:依田窪
第1第5休診

第3 第5
信州大学



-7- -2-

笑いは
こころの
栄養です

セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン

Ｐ国
道

号
線

142

至立科・諏訪方面

望月高校
佐久市役所
望月支所

駒
の
里

ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

立体
駐車場

至東御・上田方面

　　川西
　　赤十字病院

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ 駐車場

会場
結いの家

佐久良荘

西
友
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至
佐
久
イ
ン
タ
ー

　
臼
田
方
面

〒
望
月

　
郵
便
局

消防署

ATM

★開場　12時00分
★健康・栄養相談　12時00分～12時50分

・血圧測定、介護相談等・・
「血管年令」無料測定!!

☆入場は無料です お気軽にお越しください☆

免許
センター

Ｐ

身
障
者
用

（
一
般
駐
車
禁
止
）

会場案内図 ★ロビーには閉会まで「介護用品」の展示も
　行っております

　

暑
い
季
節
に
な
り
様
々
な
花
が
咲
き
、

そ
の
蜜
を
集
め
に
た
く
さ
ん
の
ハ
チ
が

飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。
当
院
の
外
来
に

も
ハ
チ
刺
症
で
お
み
え
に
な
る
患
者
様

が
増
え
て
い
ま
す
。
ヒ
ト
を
刺
す
ハ
チ

の
種
類
は
、
主
に
ミ
ツ
バ
チ
と
、
ス
ズ

メ
バ
チ
科
の
ス
ズ
メ
バ
チ
お
よ
び
ア
シ

ナ
ガ
バ
チ
で
す
。
ハ
チ
の
活
動
が
活
発

に
な
る
の
は
7
月
〜
9
月
の
夏
で
、
群

馬
県
富
岡
市
か
ら
長
野
県
佐
久
市
の
国

道
１
４
２
号
線
沿
い
は　

全
国
で
も
有

数
に
ハ
チ
の
多
い
地
域
で
す
。

　

ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
症
状
は
、
ハ
チ
毒

の
ア
レ
ル
ギ
ー
で
な
け
れ
ば
、
ハ
チ
に

刺
さ
れ
た
強
い
痛
み
、
か
ゆ
み
、
発
赤
、

腫
れ
と
い
っ
た
局
所
症
状
が
あ
ら
わ
れ

る
の
み
で
、
通
常
3
日
間
ほ
ど
で
消
失

し
ま
す
。

　
　１

、
ハ
チ
刺
し
を
回
避
す
る

　
　
ハ
チ
刺
し
事
故
を
回
避
す
る
た
め
に
、
屋
外
で
の
作
業
や
山
歩
き
を
す
る
際
な
ど
は
、
長
そ

　
　
で
、
長
ズ
ボ
ン
、
手
袋
な
ど
を
着
用
し
、
肌
の
露
出
を
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

　
　
ハ
チ
は
甘
い
臭
い
に
誘
わ
れ
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
黒
い
色
の
も
の
を
外
敵
と
捕
ら

　
　
え
る
習
性
が
あ
り
襲
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
巣
に
あ
る
蜜
な
ど
を
取
る
熊
な
ど
の

　
　
色
と
同
じ
だ
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
香
水
や
黒
い
色
の
衣
服
は
避
け

　
　
る
方
が
無
難
で
す
。

２
、
ハ
チ
に
攻
撃
さ
れ
た
場
合
は

　
　
ハ
チ
は
カ
チ
カ
チ
と
い
う
音
や
異
常
に
大
き
な
羽
の
音
を
発
し
な
が
ら
近
づ
い
て
来
ま
す
。

　
　
こ
れ
は
、
蜂
が
こ
れ
以
上
近
づ
く
な
と
い
う
威
嚇
音
で
す
。
こ
の
よ
う
な
音
を
耳
に
し
た
ら

　
　
目
を
閉
じ
、
顔
を
下
向
き
加
減
に
し
て
、
じ
っ
と
し
て
い
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、

　
　
い
っ
た
ん
攻
撃
を
受
け
る
と
攻
撃
に
加
わ
る
ハ
チ
が
増
え
る
た
め
、
急
い
で
そ
の
場
か
ら
離

　
　
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
う
し
た
際
、
ス
プ
レ
ー
式
の
殺
虫
剤
を
使
う
こ
と
も
い
い
で
し

　
　
ょ
う
。

３
、
ハ
チ
刺
し
事
故
に
備
え
て

　
　
ハ
チ
刺
し
事
故
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
な
か
で
も
、
野
山
で
の
作
業
を
す
る
機
会
の

　
　
多
い
人
は
、
万
が
一
の
ハ
チ
刺
し
事
故
に
備
え
て
自
己
注
射
用
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
注
射
液
を
常

　
　
に
携
帯
す
る
等
の
対
策
を
と
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。
一
度
か
か
り
つ
け
の
医
師
に

　
　
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

４
、
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
場
合
は

 　
　
ハ
チ
の
毒
針
が
残
っ
て
い
た
ら
直
ち
に
爪
等
で
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
皮
膚
に
残
っ
た

　
　
毒
針
を
強
く
押
し
た
り
、
つ
ま
ん
だ
り
、
皮
膚
に
深
く
押
し
込
ん
だ
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
ハ
チ
毒
吸
引
器
を
も
っ
て
い
る
場
合
は
ハ
チ
毒
を
吸
い
出
し
て
か
ら
、
患
部
を
冷
や

　
　
し
ま
す
。
手
足
を
刺
さ
れ
た
場
合
は
心
臓
に
近
い
と
こ
ろ
を
縛
る
な
ど
の
処
置
も
あ
わ
せ
て

　
　
行
い
ま
す
。
腫
れ
た
患
部
に
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
な
ど
の
薬
を
塗
り
、
医
師
か
ら
指
示
さ
れ
て

　
　
い
る
場
合
に
は
内
服
用
の
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
を
服
用
し
ま
す
。

☆
蜂
刺
さ
れ
に
よ
る
重
大
な
症
状
☆

　

以
前
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る

人
や
ハ
チ
毒
の
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人

は
、
体
内
に
ハ
チ
毒
な
ど
に
対
し
抗
体

を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
抗
体
に
よ
り
ハ
チ
毒
ア
レ
ル
ギ
ー

が
起
こ
り
、
こ
れ
を
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、

主
に
IgE
抗
体
を
介
し
た
急
性
ア
レ
ル
ギ

ー
反
応
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
極

め
て
強
い
反
応
が
起
こ
り
、
こ
れ
を
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
と
呼
び
ま

す
。
日
本
で
は
ハ
チ
毒
ア
レ
ル
ギ
ー
に

よ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
っ
て
毎
年
30
人
前
後
の
人
が
死
亡
し

て
い
ま
す
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は
、

じ
ん
ま
し
ん
や
紅
潮
（
皮
膚
が
赤
く
な

る
こ
と
）
等
の
皮
膚
症
状
や
、
と
き
に

呼
吸
困
難
、
め
ま
い
、
意
識
障
害
等
の

症
状
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
、
嘔
吐
、
寒

気
と
い
っ
た
全
身
症
状
が
現
れ
ま
す
。

こ
れ
は
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
よ
り
、
体

内
で
末
消
血
管
拡
張
作
用
の
あ
る
物
質

が
出
る
事
で
血
圧
低
下
等
の
血
液
循
環

の
異
常
が
急
激
に
あ
ら
わ
れ
シ
ョ
ッ
ク

症
状
を
引
き
起
こ
し
、
生
命
を
お
び
や

か
す
よ
う
な
危
険
な
状
態
に
陥
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　
　
　

　

キ
ラ
ー
ン

日本で一番

多く人間を

殺めている

野生生物は・・

・・ワタシです・・

具
体
的
な
ハ
チ
刺
さ
れ
か
ら
の
回
避
・
対
策
を
説
明
し
ま
す

秋になりました ハ
チ
刺
さ
れ
に
ご
用
心
く
だ
さ
い

Ｐ

★お盆を過ぎるころから
　こいつらは凶暴に
　　　　　なってきます

★赤十字奉仕団の皆様による「炊き出し」の
　無料配布！（日赤の炊き出しとはいかなるものか？）

わたがし、ポップコーン無料配布! !

消防車と記念写真を
撮りましょう

消
防
車
が
や
っ
て
来
る
!!

病院と消防署の縁は切っても切れません
　　　(いつもお世話になってます)

講演①：「万が一の災害に備えて」
★前任の日赤長野県支部で実践した
　災害救護の経験も交え、御嶽山噴火
　災害等、日本赤十字社の救護活動に
　ついてお話しいたします。

講演②：この機会にお食事を見直してみませんか？

可
愛
ら
し
い
演
奏
を
お
聴
き

あ
れ
、
ご
覧
あ
れ
。

幼
稚
園
児
に
し
て
こ
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
。

13時00分～13時15分

13時15分～13時45分

 当院職員　総務課課長
　　内村　辰徳

13時45分～14時15分

実演：「災害時支援講習」

見て聞いて損はありません

食べることは生きること・・・毎日のことだから・・

14時30分～15時00分

楽しく優しく栄養とお食事のお話をいたします。  当院職員　栄養課係長
　　高橋　久美子

望
月
有
線
放
送
で

お
な
じ
み
の

赤十字社は医療だけでは
ありません

楽しく、美味しく食べれて身体に必要な物も・・

★当院「救急法指導員」がわかりやすく実演と
　説明を行います。　

白鳩幼稚園、鼓笛隊の演奏
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救
急
法
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

7
月
4
日
と
7
月
18
日
の
両
土
曜
日

に
、
当
院
周
辺
の
医
療
施
設
職
員
並
び

に
一
般
の
方
を
対
象
と
し
た
救
急
法
の

講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
周
辺
の
療
養
施
設
の
職

員
、
一
般
の
方
、
当
院
の
職
員
で
計
19

名
で
の
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

主
に
「
心
配
蘇
生
法
」
と
「
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
用
い
た
除
細
動
」
の
実
践
に
つ
い
て
、

２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
実
際
に
行
い
ま

し
た
。

　

救
急
法
の
講
習
会
の
未
経
験
者
は
、

い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

自
動
車
教
習
所
以
来
と
言
う
方
も
多
く
、

最
初
は
戸
惑
っ
て
い
た
様
子
で
し
た
が
、

ど
な
た
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

 

今
回
の
講
習
内
容
以
外
に
も
「
意
識
が

あ
っ
た
場
合
」
や
、
「
大
出
血
を
し
て

い
る
場
合
」
等
、
様
々
な
救
急
法
が
あ

り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
日
本
赤
十
字

社
の
講
習
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�

指
導
員
は
、
当
院
の
岩
崎
・
輿
石
・

福
島
・
楜
沢
の
４
名
の
看
護
師
で
行
い

ま
し
た

　① まずは自分の身を守るため周囲が危険ではないかを観察します
�② 全身の観察をして大出血などないかを見ます
�③ 意識の有無を確認します
�④ 協力者を呼びます（119 番通報と AED を持って来てもらいます）
�⑤ 呼吸の有無を確認します
�⑥ 胸骨圧迫を３０回行います
�⑦ 気道確保を行います
�⑧ 人工呼吸を２回行います
�⑨ その後は⑥～⑧を繰り返します
�⑩ AED が着たら⑥～⑧を続けながら装着し使用します
�⑪ その後救急隊が到着するまで協力者と交代しながら続けます

どこかで人が倒れていたら（大出血等なく意識もなく通常の呼吸もない場合）

　　　　　　　～講習会お問い合わせ先～
　　　日本赤十字社 長野県支部 事業推進課
  　　　　　　　電話　026-226-2073

日本赤十字社では、「苦しんでいる人を救いたい」という思いを結集し、いかなる状況下でも「人間のいのちと健康・尊厳
を守る」という使命に基づき、「救急法」「水上安全法」「雪上安全法」「幼児安全法」及び「健康生活支援講習」の５種
類の講習を行なっています。
�

AED機器の実践

マンツーマンで指導する当院指導員
熱心に見入る受講生の皆さん

外
科
外
来
の
清
水
医
師
を

紹
介
し
ま
す

　
今
年
５
月
よ
り
、
毎
週
月
、
火
、
水
の

週
三
日
間(

月
の
第
３
週
は
休
診
で
す)

外

科
の
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

①
荻
原
美
代
子

②
包
括
③
社
会
福

祉
士
④
手
芸
・
映

画
鑑
賞
⑥
地
域
で

活
動
す
る
ソ
ー
シ

①
清
水
公
男
②
外
科

外
来
③
医
師

④
登
山
⑤
何
と
な
く

⑥
年
を
取
っ
て
あ
ま

人
事
往
来

①
氏
名
②
所
属
③
資
格
④
趣
味

⑤
こ
の
職
業
に
就
い
た
動
機

⑥
一
言

り
お
役
に
立
ち
ま
せ
ん
が
・
・
・
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
も
人
生
経
験

豊
富
な
新
人
が
入
り
ま
し
た
。

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
姿
に
憧
れ
た
か
ら
で

す
⑦
地
域
の
高
齢
者
と
色
々
な
社
会
資

源
を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
中
で
高
齢
と
な

っ
て
も
自
分
ら
し
い
生
活
が
出
来
る
よ

う
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
宮
が
ん
は
、
症
状
が
悪
化
し

な
い
と
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
初
期
段
階

に
発
見
・
治
癒
す
れ
ば
ほ
ぼ
完
全

に
治
す
こ
と
が
可
能
な
が
ん
で
あ

り
、
定
期
的
な
検
診
が
非
常
に
重

要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
月
に
１
度
、
婦
人

科
検
診
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
き
ま
す
。

　

検
診
内
容
は
、
子
宮
頸
部
の
内

診
の
ほ
か
、
子
宮
の
入
り
口
や
頸

部
の
細
胞
を
取
り
出
し
、
顕
微
鏡

で
見
る
細
胞
診
検
査
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
　

担
当
医
師
は
、
つ
か
は
ら
ク

リ
ニ
ッ
ク
副
医
院
長
の
塚
原
み
ほ

子
医
師
が
担
当
し
ま
す
。

★健診日時は、毎月 第一木曜日 午後２時となります。

年代に関係なく
女性に忍び寄る
魔の手

女性特有のガン

※健診日時は、変更の可能性がありますので、事前にお電話でご確認下さい。

★料金は、３，５００円(税込)です。

★佐久市健診・女性特有のがん検診 にも対応しております。

～お問い合わせ先～
川西赤十字病院 医療社会事業課 健診担当係

TEL  0267－53－3065
FAX  0267―51―1188

０期
子宮頸部の
上皮内に
がん細胞が
留まってい
る

Ⅰ期
がん細胞が
子宮頸部
のみにある

Ⅱ期
がん細胞が
子宮頸部を
越えて周囲に
広がっている

Ⅲ期
がん細胞が
子宮頸部を
越えて骨盤壁
や膣の下部
まで達して
いる

Ⅳ期
がん細胞が
子宮を越えて
膀胱や直腸
まで
広がって
いる

この時期に発見できれば、子宮を温存する治療が
でき、治療後の妊娠や出産の可能性もあります

子宮頸がんの進行

婦
人
科
検
診
の
お
知
ら
せ
〜
子
宮
が
ん
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
を
〜
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榊
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つ
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謡
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今
年
も
地
域
の
伝
統
行
事
で
あ
る
榊
ま
つ
り
の
民
謡
流
し
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

田
村
院
長
を
は
じ
め
名
古
屋
第
一
赤
十
字
病
院
の
西
山
医
師
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

総
勢
33
名
で
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

職
員
は
業
務
終
了
後
、
遅
く
ま
で
踊
り
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

職
員
一
同
一
つ
に
な
っ
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
仲
間
意
識
も
よ
り
一
層
深
め
ら
れ
た
と

実
感
し
ま
し
た
。(

祭
り
実
行
委
員
Ｔ)

　

例
年
こ
の
お
祭
り
の
日
は
雨
が
多
い
の
で
す
が

珍
し
く
今
回
は
雨
が
降
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

地
元
の
お
年
寄
り
に
聞
き
ま
す
と
こ
ろ
、
こ
の
祭
り
は
「
雨
乞
い
」
の

目
的
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
雨
の
日
が
多
い
の
だ
そ
う
で
す
。

し
か
も
、
「
榊
ま
つ
り
に
雨
が
降
る
と
豊
作
」
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

祭
り
当
日
は
良
い
お
天
気
で
、
こ
れ
か
ら
の
実
り
の
秋
が
少
々
心
配
に
思
い
ま
し
た
が
、

翌
16
日
は
朝
か
ら
１
日
大
雨
で
し
た
の
で
胸
を
撫
で
降
ろ
し
ま
し
た
。

最後に皆で記念写真を撮りました

-5-

祭り実行委員に帯の位置を
調節してもらう新人職員たち

民謡流しに出撃前に記念写真

職員に気合いを入れる田村院長

例年大変な人混み
です

ぴったり合ってますかね

民謡流しも終わって、やれやれの一コマ

西山医師には医療のみ

ならず、祭りの助っ人と

しても参加していただき

ました

調
節
後

調
節
中

調
節
待
ち


